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1.はじめに 

クリノポールとは、地盤傾斜計の一種である。地盤傾斜計とは、地盤の傾斜を測定して地すべ

り土塊の微小な傾斜変動を把握するものである。地盤傾斜計は本来、図-1に示すように堅固な基

礎台を作成し、その上に設置するものであるが、クリノポールは地面に1m 程度穴を開けて、押し

込むことで設置が可能であり、設置作業が比較的簡単である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.地盤傾斜計の設置例（右）とクリノポールの形状（左） 

 

 

地盤傾斜計の分解能（精度）は、一般的に1秒（0.0003°）と極めて高いが、自動計測が不可

能である。一方、クリノポールの分解能は0.001°とやや劣るが、自動計測が可能である。雨と

の連動など、地すべり変動の特徴を捉えるためには、自動計測が必要となる。 

そこで、クリノポールの実測値を用いて、地すべり変動を捉えることができるのか検証を行っ

た。 

 



2. クリノポールと地すべり変動種別について 

クリノポールによる地すべり変動種別の判定について検証する。伸縮計と地盤傾斜計の地すべ

りの変動種別は、「地すべり観測便覧」によると、表-1のように示されている。変動量の小さい

順に、潜在変動、準確定変動、確定変動と分類される。 

 

表-1.伸縮計（上）と地盤傾斜計（下）による地すべりの変動種別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地盤傾斜計による変動種別は、日変動量において、潜在変動・・1秒以上（0.0003°以上）、準

確定変動・・5秒以上（0.0014°以上）、確定変動・・10秒以上（0.0028°以上）である。 

 

地すべり頭部に伸縮計（以下Ｓ-1）、地すべり土塊上部にクリノポール（以下 CP-1）を設置し、

動態観測を行った結果を図-2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.観測結果 



観測機 観測期間 観測開始⽇ 観測⽇ 変動量 ⽇変動量 ⽉変動量 変動種別

S-1 65⽇ 2023/11/12 2024/1/16 18.8mm 0.3mm/⽇ 8.7mm/⽉ 準確定変動
CP-1 65⽇ 2023/11/12 2024/1/16 0.061° 0.0009°/⽇ 0.028°/⽉ 潜在〜準確定変動

観測機 観測期間 観測開始⽇ 観測⽇ 変動量 ⽇変動量 ⽉変動量 変動種別

S-1 50⽇ 2024/1/17 2024/3/7 31.2mm 0.6mm/⽇ 18.7mm/⽉ 準確定〜確定変動
CP-1 50⽇ 2024/1/17 2024/3/7 0.071° 0.0014°/⽇ 0.043°/⽉ 準確定変動

Ｓ-1も CP-1も累積性のある動きがみられ、降雨による変動にも類似性がみられる。両方とも、

2023年11月10日頃の降雨から変動が加速し、2024年1月17日頃から更に加速度が増したようにみ

える。そこで、2023年11月12日～2024年1月16日を前半、2024年1月17日～3月7日を後半として、

観測結果を表-2に整理した。 

 

表-2.伸縮計とクリノポールの観測結果 

〇前半（2023年11月12日～2024年1月16日） 

 

 

 

 

〇後半（2024年1月17日～2024年3月7日） 

 

 

 

 

Ｓ-1と CP-1の変動量を比較すると、前半はＳ-1が準確定変動、CP-1が潜在～準確定変動、後

半はＳ-1が準確定～確定変動、CP-1が準確定変動となった。変動種別はクリノポールの方がやや

小さい評価となるが、概ね一致する結果となった。 

 

3.まとめ 

検証の結果、クリノポールの動きは伸縮計と概ね一致しており、クリノポールによる地すべり

変動種別は可能と考えられる。ただし、潜在変動程度の地すべりにおいては、クリノポールの分

解能が足りないため、評価が難しくなると予想される。 

今回は1現場、1ケースのみだが、今後もデータを集めて検証してみたいと思う。 


